
志位委員長と安倍首相との党首討論＝あまりにも無残・無知な安倍首相答弁

《日本国の最高責任者はポツダム宣言を否定した》が世界中を駆け巡っています。

「ポツダム宣言」受諾は戦後日本スタートの根本です。それを「つまびらかに読んでいな

いので承知はしておりませんから論評は差し控えたい」と答える安倍首相。日本が行った

戦争も「間違った戦争」と言えない。日本のマスコミはほとんど報道していませんが、この

ポツダム宣言否定とも言える安倍首相の答弁は世界中を駆け巡っています。

なにがなんでも「戦争法」一直線の安倍首相

日本が行った戦争を「間違った戦争」と言えない首相が

アメリカの戦争に対して善悪の判断など出来ません

安倍首相お決まりの文句「戦後レ

ジュームからの脱却」。「戦後レジ

ューム」スタートの根本は「ポツ

ダム宣言」です。それを「読んで

いない」で偉そうに叫んできた化

けの皮が剥がれてしまいました
昨日の志位委員長と安倍首相との党首

討論で、志位委員長が「日本の誤った戦

争」「日本の侵略戦争」の根拠としてポ

ツダム宣言を持ち出すと、安倍首相は「私

はまだ、つまびらかに読んでおりません

ので承知はしておりませんから、今ここ

で直ちにそれに対して論評することは差

し控えたいと思います」と答弁。

ポツダム宣言は、1945年（昭和 20年）7

月 26 日に米・英・中の三カ国が大日本
帝国（日本）に対して「全日本軍の無条

件降伏」等を求めた全 13 か条から成る
宣言です。日本はこの宣言を受諾し、第

二次世界大戦（太平洋戦争）は終結しま

した。安倍首相は、70 年も前に出され
たこの宣言を「まだ、つまびらかに読ん

で」いないそうです。

安倍首相が「戦後レジュームの打破」

と叫ぶ「戦後レジューム」のスタートは

ポツダム宣言からです。それを読んでい

ないで「打破！打破！」と叫ぶ安倍首相。

「アメリカの押しつけ」論の変と
「大政翼賛会はマスコミ籠絡から始まる」

日本国憲法をアメリカの押しつけだと
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言いながら、今現在、アメリカ言いなり

で憲法 9条を破壊し戦争できる憲法を作
ろうとする安倍首相。一方でアメリカ押

しつけ憲法と言い､一方でアメリカ言い

ない憲法を作ろうとする、このおかしさ

を日本のマスコミは何にも追求しませ

ん。これが毎月、マスコミ幹部が安倍首

相から料亭でご馳走になり､ゴルフで戯

れた結果です。

一方、世界中のメディアの安倍首相の

戦後 70 年談話への見方は、一挙に厳し
いものになるでしょう。 （友）

ポツダム宣言
(６) 日本の人々をだまし、間違った

方向に導き、世界征服に誘った影響勢

力や権威・権力は、排除されなければ

ならない。無責任な軍国主義が世界か

らなくなるまでは、平和、安全、正義

の新秩序は実現不可能である。

(８) カイロ宣言の条項は履行される

べきもの。(日本の侵略と認定した)

東京から広島へ

今年も平和行進が

裾野に来ました

三島から生協さくらづつみ店に到着

「東京から広島へ」今年も平和行進が

裾野市へ来ました。

福島原発事故や安倍首相の「戦争法」

へひた走るきな臭い時勢の中、今年の平

和行進は強い思いを持って歩きます。

裾野市長と市議会議長から協賛金とペ

ナントをいただきました。

沿道のみなさま、応援感謝です。

裾野駅前新道通り

小柄沢公園で通し行進参加者からの訴え



介護保険制度の改悪で、この 4月から
介護度３～５の人しか特別養護老人ホー

ム(以下、特養)が利用できなくなりまし

た。

須山にある特養は、昨年４月にオープ

ンしました。しかし十分な人材が確保で

きず、7 割しか利用の受け入れができな
いと聞いていました。ショートステイ(短

期入所)の利用ができなかったようです。

1 年たち、市民の方から「いまどうな
っていますか。」と、問い合わせがあり

裾野市の介護保険課に聞いてみました。

須山の特養の定員は 100人。いま満床
だそうです。ショートステイの定員は 20
人。受け入れを始めています。

須山の特養ホームのいま

(追跡レポート)

現在の裾野市の待機者を伺ったとこ

ろ、今年１月１日に静岡県が行った調査

の結果待ちとのことでした。６月までに

は結果が出されます。裾野市の実態は、

後日お知らせします。（生活相談から）

Ｑ【遺族厚生年金を受けています。65
歳になって老齢基礎年金を受給できるよ

うになったら、どうなりますか?】
Ａ 老齢基礎年金と遺族厚生年金を同

時に受けられます。具体的には、「老齢

基礎年金と老齢厚生年金」か「老齢基礎

年金と遺族厚生年金」のどちらかを選択

することになります。

1956 年(昭和 31 年)４月１日以前生ま
れで 1986年(昭和 61年)４月１日前に公
的年金の加入期間がない人が「老齢基礎

年金＋遺族厚生年金」を選択すると老齢

基礎年金の額が中高齢の加算より低額と

遺族厚生年金

ここが聞きたい！



なり、65 歳前の年金より全体として低
くなります。

そこで、「中高齢の寡婦加算」を受け

ていた人が 65 歳になったときは、遺族
厚生年金に「経過的寡婦加算額」が加算

されます。生年月日により 58 万 9,900
円から１万 9,700円です。
全国生活と健康を守る会連合会発行の

くらしに役立つ制度のあらましを参照し

ました。ご意見およせください。

（生活相談から）

先日の朝日新聞に、ペットボトルのキ

ャップ回収をして売却し、その利益を「世

界の子どもにワクチンを日本委員会」に

寄付するという活動をしていた NPO 法
人「エコキャップ推進協議会」がキャッ

プの売却益を実際にはここ 2年ぐらい寄
付していなかったことが明らかになっ

た、との記事がありました。

このペットボトルキャップ回収、再資

源化して得られたら売却益の一部をこの

Q.ペットボトルの

キャップ回収の目的は？

A.環境やリサイクルを

考えるきっかけに

NPO 法人に寄付し活動に協力してきた
自治体もあったようです。企業や学校で

も取り組まれ、コンビニでも回収ボック

スが設置されているところがあります。

この間、ある自治体では「エコキャッ

プ推進協議会」を通さずに「世界の子ど

もにワクチンを日本委員会」へ直接寄付

するとしています。この自治体では、事

業の効果を、①ごみの減量および二酸化

炭素(ＣＯ２)の削減、②世界の子どもた

ちへのワクチン提供としています。

裾野市でも小学校でもボランティア活

動として取り組まれています。各学校で

の具体的な取り組みなどもうかがいたい

と思っています。 （生活相談から）

「開かれた議会」を目指すためとして、

議会活動の報告や、市民のみなさんと市

政について意見を交換する、議会報告会

が開催されます。申し込みは「不要」だ

そうです。こぞって参加を。

とき：5月 26日(火)19：00～ 20：30
ところ：須山地区研修センター、市民文

化センター、市民体育館

岡本かずえ議員は、市民体育館(1 階大
会議室)で、岩井良枝議員は市民文化セ

ンター(3階 35･36会議室)です。
全議員がそれぞれの会場に分散して行

います。それぞれの会場にそれぞれ 7名
の議員が参加します。

編集後記 ： 編集委員全員の都合で、

発行が一週間 後送りになりました。

初めての出来事です。 (友)

議会報告会が開かれます


